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Continuous measurement of CO2 flux through the snowpack in a dwarf bamboo 
ecosystem on Rishiri Island, Hokkaido, Japan 
Chunmao Zhu, Momoko Nakayama, Hisayuki Yoshikawa Inoue 
 ササが優先している北海道利尻島（日本の北東部）の観測点で、冬期に積雪を通じ
て放出される CO2 フラックスの動態とその支配要因を研究するため、積雪内の CO2
濃度を自動的に測定するシステムを設置した。積雪内の CO2濃度は、地表面から積
雪表面までの五つの高さで計測した。ガス拡散法を用いて、積雪期（12月～4月）の





壌 CO2 フラックス（0.41 μmol m-2 s-1）が推定された。この研究は、北東アジア域の
ササが主要な要素である生態系からの、冬季積雪期の炭素排出に関する新たな制
約を提供している。  
Heat flux calculations for Mackenzie and Yukon Rivers 











Investigation of Arctic and Antarctic spatial and depth patterns of sea water in CTD 
profiles using chemometric data analysis 
Ewelina Kotwa, Silvia Lacorte, Carlos Duarte, Roma Tauler 
 2007年 7月に北極航海、2009年 2月に南極航海を実施して、CTD（電気伝導度、
水温、深度）センサーを用い、計 174か所で測定を行った。そして PCA、PARAFAC、
PLS、N-PLS手法などを用いてデータの空間分布、校正値の統計比較を行った。







The effects of parent-body hydrothermal heating on amino acid abundances in CI-
like chondrites 











The sediment properties of glacial diamicts from the Jutulsessen area of 
Gjelsvikfjella, East Antarctica: A reflection of source materials and regional climate 
Prakash K. Shrivastava, Amit Dharwadkar, Rajesh Asthana, Sandip K. Roy, Ashit K. 














Seasonal variability of phytoplankton biomass and composition in the major water 
masses of the Indian Ocean sector of the Southern Ocean 








（40-50°S）では 0.3-0.5 mg m-3、極前線域(50-60°S)では 0.4-0.6 mg m-3であり、
ハプト藻類が優占していた。南極発散域（60-65°S）におけるクロロフィル a濃度は






Egg production rates of two common copepods in the Barents Sea in summer 
Vladimir G. Dvoretsky, Alexander G. Dvoretsky 
 小型カイアシ類は、北極海の食物連鎖において、一次生産者と高次捕食者を結ぶ
重要な役割を果たしている。本研究では、夏季バレンツ海南部の Dalnezelenetskaya 
Bayで普遍的に出現する２種のカイアシ類 Acartia longiremisおよび Temora 
longicornisを用いて、実験条件下における雌 1個体当たりの産卵速度（EP）および単
位体重当たりの産卵速度（SEP）を見積もった。水温 5-10℃における EP および SEP
は，A. longiremisではそれぞれ 4.7±0.4 eggs female-1 day-1 、0.025±0.002 day-1、 
T. longicornis ではそれぞれ 13.1±0.9 eggs female-1 day-1 and 0.075±0.006 day-1
であった。10℃での EP と SEP は、両種ともに 5℃でのそれらより有意に高かった。平
均卵径は，それぞれの種で前体部長（PL）と有為な正の相関を示した。一方、T. 
longicornis の SEP は、PL と負の相関を示した。本研究で得られた EP と SEP の値は，
温帯海域に生息する他の Acartia属や Temora属で報告されている値と同程度であ




Variation of dimethylsulfide mixing ratio over the Southern Ocean from 36°S to 
70°S 
Seizi Koga, Daiki Nomura, Makoto Wada 
 2009年 12月から 2010年 3月まで、南大洋の開水域と海氷域における大気中の
硫化ジメチル（DMS）濃度を砕氷艦「しらせ」に設置した陽子移動反応質量分析計によ
り観測した。海氷域での DMS濃度は、開水域と比較して非常に低濃度であったが、
砕氷航行中にだけ急激な濃度上昇が観測された。これは、砕氷によって生じた海氷
の隙間から、大量の DMSが大気に放出されたことを示している。「しらせ」が昭和基
地沖に接岸している間、DMSは不検出であった。この時期、昭和基地がある東オン
グル島の周辺海域は多年氷に完全に覆われていた。海氷は海洋から大気への DMS
放出を妨げるのであろう。また、開水域上の DMS濃度は、海水中のクロロフィル a濃
度や海上の風速の変動とは無関係であった。  
 
